
一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（九
）

奈
良

・
平

城

宮

跡

第

≡

戻

補
足
調
ａ

ｌ
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
六
年

（昭
４‐
）
五
月
を

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
杉
山
信
三

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
殿

。
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ぞ
平
安
時
代
初
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

第
三
二
次
補
足
調
査
は
、
平
城
官
東
南
隅
で
、
本
誌
六
号
で
紹
介
し
た
第
二

二
次
調
査
区
の
北
西
に
接
す
る
場
所
で
実
施
さ
れ
た
。
調
査
面
積
は
一
一
八

一

ド
で
あ
る
。
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
南
面
大
垣
と
築
地

一
条
、
建
物
二
棟
、

柵
四
条
、
溝
二
条
、
炉
四
ケ
所
な
ど
で
あ
る
。

木
簡
が
出
上
し
た
の
は
、
南
面
大
垣
の
北
を
東

へ
流
れ
る
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
四

一

〇
〇
と
、
調
査
区
東
端
で
確
認
さ
れ
た
、
東
面
大
垣
の
内
側
を
南
流
す
る
南
北

薄
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
か
ら
で
あ
る
。

A
東

一
坊
大
路

第32次調査・同補足調査遺構略図



1977年以前出上の木簡

薄
Ｓ
Ｄ
四
一
Ｏ
Ｏ

　

Ｓ
Ｄ
四

一
〇
〇
は
Ａ

・
Ｂ
二
時
期
に
大
別
で
き
る
。
Ｓ

Ｄ
四

一
〇
〇
Ａ
は
、
調
査
区
西
端
で
は
南
面
大
垣
の
心
よ
り
北

へ
五
ｍ
の
位
置

に
濤
の
心
が
あ
り
、
溝
幅
は
一
・
八
ｍ
を
は
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
東

へ
い
く
に
し

た
が

っ
て
溝
幅
が
南

へ
拡
が
り
、　
一
部
、
南
面
大
垣
を
え
ぐ
る
よ
う
に
し
て
破

壊
し
て
い
る
。
調
査
区
の
東
半
で
は
、
溝
の
幅
は
最
大
六
ｍ
に
お
よ
ん
で
い
る
。

溝
の
深
さ
は
西
端
で
○

。
四
ｍ
、
東

へ
徐
々
に
深
く
な
り
、
最
も
深
い
と
こ
ろ

で
は
一
・
Ｏ
ｍ
と
な
る
。
溝
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
Ｏ
Ａ
の
堆
積
土
は
、
上
下
三
層
に
わ

か
れ
、
上
層
は
暗
褐
色
の
砂
質
粘
上
で
あ
り
、
下
層
は
灰
色
の
砂
で
あ
る
。
木

筒
は
合
計

一
二
八
三
七
点
で
い
ず
れ
も
下
層
か
ら
出
上
し
た
。
溝
底
は
か
な
り

凹
凸
が
あ
り
、
土
羨
状
の
窪
み
が
木
簡
の
溜
り
場
と
な

っ
て
大
量
に
ま
と
ま
っ

て
出
土
し
た
。
年
紀
を
も
つ
木
簡
も

一
〇
〇
点
近
く
あ
り
、
そ
れ
ら
は
上
限
は

神
亀
五
年
で
あ
る
が
、
神
護
景
雲
年
間
に
集
中
し
、
下
限
は
宝
亀
元
年
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
四

一
Ｏ
Ｏ
Ａ
が
整
地
に
よ
っ
て
埋
め
た
て
ら
れ
、
の
ち
に
Ｓ
Ｄ
四

一
〇

Ｏ
Ｂ
が
ほ
ぼ
同
じ
位
置
を
流
れ
る
こ
と
と
な
る
。
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
〇
Ｂ
は
溝
幅

一

ぞ
二
ｍ
、
深
さ
○

。
三
五
ぞ
○

・
七
ｍ
の
細
い
溝
で
あ
る
。
堆
積
土
は
礫
混
り

の
灰
褐
色
砂
質
上
で
、
遺
物
は
少
な
く
、
木
簡
も
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
Ｏ
Ｂ
か
ら
は
一

点
も
出
上
し
て
い
な
い
。

溝
Ｓ
Ｄ
一】一四
一
〇

　

Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
は
第
二
次
朝
堂
院
の
東
方
約

一
五
〇
ｍ

に
位
置
し
、
東
廃
地
区
の
西
を
南
流
し
、
東
院
張
出
部
以
南
に
お
い
て
は
東
面

大
垣
の
内
側
を
流
れ
て
、
宮
域
の
南
で
二
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
に
合

流
す
る
基
幹
排
水
路
で
あ
る
。
第
三
二
次
補
足
調
査
区
で
は
幅
が
六
ｍ
、
深
さ

一
・
五
ｍ
と
な
っ
て
い
る
。
溝
の
堆
積
土
は
上
下
二
層
に
大
別
で
き
、
上
層
は

黒
色
粘
土
と
灰
褐
色
砂
質
土
、
下
層
は
灰
褐
色
粗
砂
と
青
灰
色
砂
土
が
堆
積
し

て
い
る
。
木
筒
は
上
層
か
ら
五
点
、
下
層
か
ら
六
七
点
出
土
し
た
。

な
お
、
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
Ｏ
Ａ
や
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
か
ら
は
、
木
筒
の
ほ
か
に
も
、

瓦

。
土
器

。
金
属
器

。
木
製
品

・
漆
紙
文
書
な
ど
が
出
土
し
た
が
、
そ
の
中
で

も
墨
書
土
器
は
注
目
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
Ｏ
Ａ
か
ら

「式
汁
二
」
と
記
し
た

も
の
が
三
点
と

「式
部
外
曹
司
進
」
。
「式
曹
／
□
」
。
「
少
祐
」
。
「
子
床
呂
子
□

／
床
呂
□
子
子
□
／
子
子
子
／
広
原
田
丹
比
郡
／
舟
丹
丹
／
□
子
泉
国
□
」
等

各

一
点
、
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
か
ら
も

「式
升
二
」

一
点
が
出
上
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

本
調
査
出
土
木
簡
の
特
色
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
〇
出
上
の
木
筒
は
削
屑
が
９０
％
以
上
を
占
め
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
削
屑
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
特
定
の
場
所
で
木
簡
か
ら
削

り
と
ら
れ
た
細
片
が

一
括
し
て
堆
積
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
し
か
も
木

衡

・
削
屑
が
溝
の
同

一
土
層

（
ｓ
Ｄ
四
一
〇
〇
Ａ
下
層
）
か
ら
滞
留
し
た
状
況
で

出
上
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
木
簡

・
削
屑
が

一
括
し
た
、
等
質
の
史
料
と
し

て
あ
つ
か
え
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

二
、
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
〇
出
上
の
木
筒
の
内
容
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
式
部
省
関
係

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
か
で
も
考
課
関
係
の
木
簡
が
多
数
出
上
し
た
こ
と

が
注
目
さ
れ
、
八
世
紀
の
官
僚
制
の
研
究
史
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。



三
、
考
課
木
簡
は
、
そ
の
形
態
上
の
特
色
と
し
て
、
上
端
側
面
か
ら
小
穴
を

あ
け
、
紐
等
で
貫
綴
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
み

つ
か
っ
た
。
こ
れ
は
考
課
関
係
の
木
簡
の
機
能
を
検
討
す
る
上
で
重
要
な
手
が

か
り
を
与
え
て
い
る
。

四
、
木
簡
の
年
紀
は
神
亀
五
年
か
ら
宝
亀
元
年
ま
で
を
摩
く
む
が
、
神
亀
年

間
の
も
の
は
発
掘
区
の
Ｓ
Ｄ
四

一
Ｏ
Ｏ
の
西
端
に
お
い
て
の
み
出
上
し
て
い
る

の
で
、
そ
れ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
が
天
平
神
護
年
中
か
ら
宝
亀
元
年
頃
ま
で
の
も

の
と
み
て
よ
い
。

ω
　
。
「
式
部
省
召
　
書
生
佐
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宿
祢
諸
廉
昌

。
「
　
　
　
　
十
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月
十
日
日
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（露
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∞望
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恙
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三
生
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号

名
史
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掌
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護
景
雲
元
年

（題
簸
軸
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名
史
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掌

神
護
景
雲
元
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（９
益
宴
ち

８
μ

名
国
解
上
日
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軸
）

名
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解
上
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

恙
受
ミ
ｏ宮
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「
大
学
寮
解
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直
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人
事
砂
勧
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雌
牡
�
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順
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人

」
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ｘ
心
ｘ
μ　
常
μ　
三
七
五
一
号

「
大
学
寮
解
　
申
宿
直
官
人
事
蓮
稀
範
執
雄
牲
酔
施
松
一水
臨
」

〔九
〕

�
占

×
密

×
∞

盆
μ
　
三
七
五
三
号

０
　
。
「＜
元
位
田
辺
史
廣
〔即

赳
続
労
銭
伍
栢
文
」

名
＜
鰈
辞
祖
神
亀
五
年
九
月
五
日
糊
糊
齢
　
」

「河
内
職
解

名
諸
司
移
」

。
「到
罐
重爪雲

」
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（
ツ

治
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直
×

（題
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軸
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∞
∞
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×

］
〇

×

∞
　
　
Ｏ
ω
μ

名
＜
位
子
山
辺
君
忍
熊
資
銭
五
百
文
　
」

名
＜
　
神
亀
五
年
九
月
七
日
勘
瓶
原
東
人
」
　

　

牌⇔受
中聟
、

名
＜
益
田
君
倭
麻
呂
続
労
銭
」

名
＜
神

〔
亀
姻
許
□
月
十
七
日
」
　

　

　

　

　

　

牌ミ
×
μ露
∞

「去
上

位
子
従
八
位
上
伯
祢
廣
地
眸
研
唯
安
宿
郡
」∞

Φ
や

×

∞
〇
×

μ
ヽ
　
　
Ｏ
μ
∽

μ
Ｎ
』

Ｘ

∞
や

Ｘ

∞
　
　
〇
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］



⑬
　
ｏ
「去
上
従
八
位
下
回
□
〔酔

乾
公
床
呂
昨
航
叶
詞
紀
郡
『
上
日
三
百
十
船
稲
ヒ

。
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

］駕
×
富
×
μｏ　
Ｐ
”　
三
七
九
五
号

八
タ

れ
撃

〔
汁

〕

「去
出

位
子
元
位
日
置
造
尾
□
年
□
四

⑭

　

「
去
不

大
初
位
下
□
回
公
榊
慈
十
六

命
じ

恙
聟
ω
Φ‘

三
七
九
七
号

去
上
留
省
大
初
位
上
秦
忌
寸
祖
足
酢
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⑩

　

養
宿
祢
国
足
畑
穂
酢
繰
下
郡
□

名
聯
ド
』大
初
×

。
「
　
　
れＩｌ．

誅

正
八
位
下
回

回
秦
人
真
田
麻
呂

〔脚
配
唖
釣
Υ

郡
人

（
歯

じ

ｘ
（
じ

×
ｏ
　

ｏ
～

（縛
）
ｘ
湯
×
∞　
ｏ
Ｓ
　
一一一八
〇
三
号

３
μ　
三
八
三
二
号

８
Ｐ　
四
〇
〇
七
号

３
μ　
三
七
二
〇
号

執
当
轄
了

訪
察
精

謗

圭

口

〔降

己
上
日
百
五
十
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ置

三
九
〇
五
号

上

日

三

百

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｏ】

三
九
二

号

「
諸

司

叙

位

案

」
　

　

　

　

　

　

　

］
Φ
聟

Ｐ
箕

∞

ｏ
留

三

生

全

号

「依
遣
亘
焼
使
廻
来
天
平
宝
字
二
年
十
月
十
八
日
進
三
階
叙
」

中島
×
薔
ｘ
ヽ

自
い　
三
七
六
七
号

「れ

蜜

黎

史

瀞
酬
酷
嚇
報
郡
人
口

回

羞

絆

蠣

」

護
元
年
正
月
七
日
思
勅
進

一
階
叙
　
　
　
　
　
ｏ旨

三
空
ハ八
号

今
正
八
上
正
八
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ】

〔隠
〕

８

脚

８

ト
００
ト

３
μ　
三
九
二
二
号

３
牌　
三
九
二
三
号

勤
於
記
事
警
失
元
□

□
為
中
等
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□
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進  六
七  考
階  日
□  一
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□

□
　
□

ハ幣
∪

×
（駕
）
ｘ
い
　
自
Φ
　
四

一
八
三
号

３
μ
〓
τ
七
九
号
　
　
④
　
名
＜
駿
河
国
駿
河
郡
古
家
郷
戸
主
春
日
部
与
麻
呂
調
煮
堅
魚
捌
斤
伍
両
＜
」

同
国
〔即

ぼ
□
応
呂
脚
胸
唖

人
今
授
従
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
「＜
天
平
宝
宇
四
年
十
月
専
当
嗣
羽
鋭
鰍
麻
敵
新
鹸
斗
銘
絲
路
臥
理
　
　
　
　
＜
ビ

〔
信

随

也

］
〇
∽
×
∞
ω
×
∞
　
〇
∞
μ

ｏ
じ
×
館
ふ

舘
伽
〓毛
八
八
号
　
　
ω
　
名
因
幡
国
気
多
郡
勝
見
郷
中
男
神
部
直
勝
見
麿
作
物
海
藻
大
御
贄
董
籠
六
斤
太
」

今
授
外
少

８
μ　
三
七
九
三
号
　
　
　
　
　
　
ｏ
「

神
護
景
雲
四

」

Ｓ
∞
×
導
×
伽
　
自
μ　
四
六
六
八
号

名
合

一
百
汁
八
人
北
息
級
雌

釧
百〓析
摯
渤
雌
応
進
階
　
九
人
」

的
　
・
×
斐
国
山
梨
郡
加
美
郷
丈
部
宇
万
呂
六
百
文
」

０
「

大
炊
寮
　
　
」

。　
　
　
　
天
平
宝
字
八
年
十
月
　
　
　
　
　
」

］
『
Ｐ
×
中
Φ
×
牌
〕
　
Ｏ
μ
ω

命
∽ｏ）
×
葛
×
ヽ

自
ｏ　
四
六
六
二
号

遷
任
蔭
子
元
位
□
□

３
μ　
　
　
　
④
　
名
＜
中
蔵
銭
斉
絶
」

依
仲
麻
呂
支
焦
除
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
「＜
銭
斉
絶

３
滓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
蔵
　
」

歳
×
工
×
∞　
寓
や
　
四
六
七
七
号

省
符

『景
雲
三
年
九
月
十
二
日
』

３
ド
四
三
七
号
　
　
　
　
　
　
　
　
９
　
関
係
文
献

。
「
　
　
　
　
雨日
日
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